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2-1. カニ解禁日の情景
広尾　克子
　11 月 6 日はカニの解禁日である。午後 1 時、兵庫県香美町の柴山漁港でカニの初セリが
始まった。並べられたカニは元気よく脚を動かしている。漁協のセリ人が対象のカニを指
し示すと、30 人の仲買人が一斉に数字を書いた札を掲げる。セリ人は最高値を瞬時に把握
し、落札の声を発する。そして間を入れず次のカニに移る。素人が聞いても意味不明だが、
空気はピンと張りつめている。新聞社やテレビ局の記者が、その様子をカメラで追っている。
　日本海に面する柴山は、ズワイガニ漁の盛んな集落である。ズワイガニとは、「松葉ガニ」
「越前ガニ」と通称される大型のカニで、冬の味覚として珍重される。毎年解禁日の初セ
リの様子は夕刊の紙面を飾り NHK の全国ニュースで流される。
　浜の漁業関係者にとって、この日は特別な節日である。カニ漁に携わる漁業者はもちろ
ん、加工業や卸業、小売業を兼ねる仲買人にとって、まさに年間事業のスタート日なので
ある。この日からカニ漁の終了する 3 月 20 日までの 4 ヶ月半の稼ぎは、年間収入の 7 割
を占めている。
　11 月 6 日解禁とは、6 日の午前 0 時に漁場に網を入れてもいいということを意味する。
その漁場を目指し、前日の夜にカニ漁船は出港する。
　柴山漁協所属のカニ漁船は 10 隻である。そのうち 9 隻は 100 トンの大型船であり 10 人
ずつが乗り組んでいる。本格的なカニ漁は、隠岐近くまで出漁するため 4 ～ 6 日間の漁に
なるが、解禁日は特別で、2 時間程度で行ける近場で網を入れる。その理由を A 氏（カニ
船のオーナー）は語る。
　「マスコミの取材を考えてる。6 日の夕刊に載せてもらおうと思うと、はよ帰って来な
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あかん。1 時にはセリを始めんと夕刊に間に合わん。だから、初日はすぐ帰れる近いとこ
へ行く…近いとこ、と言ってもどこでもいいわけじゃない。じいさんの、そのまたじいさ
んの、もっと前から近海の網場の権利は決まってて、それは厳しい掟やった。それがほぼ
そのまま今の漁業権になってる。この辺は、カレイを引く網場で皆が狙ってた。カレイは
高級魚やったからな」
　主力の魚種がカレイからカニに替わったからといって、漁業権が変わるものではない。
もともと漁業の歴史が浅く、近くに大きな漁場を持てなかった柴山の漁業者は、隠岐近く
のカニの大生息地まで行って漁をするようになるのである。しかし、この日ばかりは、漁
業権の残っている近場で網を引く。Ａ氏が語るとおり、早く帰ってセリをマスコミに見せ
て、夕刊やニュースで発信してもらう為である。カニシーズンに入ったことを、都市の消
費者に認知してもらう必要があるのである。「ここにはカニは大しておらん。初日に 10 艘
の船が引いたらもう終わりや。明日から隠岐や」とＡ氏は笑っていた。
　さて、前夜の出港である。午後9時前の柴山港は、10隻のカニ船が煌々と明かりをともし、
乗組員はもちろん、家族、親せき、友人、加工業者、仲買人、民宿のおかみさんなど、多
くの人びとが集まっていた。その見送りを受けて、順番に出港していく。軍艦マーチや演
歌を大音量で流し、甲板で爆竹を鳴らし、花火を打ち上げながらの派手な出港である。顔
見知りの仲買人Ｂ氏は、「これがないとシーズンは始まらん。景気づけや」と一杯気分で
楽しげであった。
　出港順はクジで決める。一番早く漁場に着いた船が、好位置を確保できる。帰港順は自
由だが、初セリ順は決まっている。カニは船毎のセリである。解禁日のカニは各地で待た
れており、早いセリにご祝儀相場の高値が出やすいという。
　6 日午前 10 時過ぎに帰港が始まった。家族や仲間が出迎える。その人たちが、大量の
重箱や弁当、野菜や鍋を乗組員に手渡す。乗組員はカニの水揚げを済ますと、下船せずに
すぐ隠岐に向けて出港していった。その間、約 15 分である。海が凪いでいる時は、折り
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返しすぐ漁場に行くのが鉄則とのことであった。カニは生活の糧である。獲れる時には獲
らねばならない。
　カニで埋まった漁港は戦場である。数時間の漁であり、1 隻の水揚げ量はそう多くはな
いが、10 隻揃っているので、オスガニだけで 1000 枚は下らないという。そして万単位の
メスガニも水揚げされている。これをセリまでに選別して、漁港の市場に並べねばならな
いのである。船中で、状態のいいカニの脚には目印のタグが装着されているが、それ以外
の作業は浜で出迎えた人びとの役割である。
　「カニは選別が命。きちっと選別すれば信用も得るし、いい値も出る」と、Ａ氏、Ｂ氏
とも同じことを言った。柴山のカニは、精緻な選別で名をはせている。詳細は省くが、重さ、
大きさ、脚の有無に始まり、色、キズ、
脱皮の具合など非常に細かな基準で選
別がなされる。だいたい 110 ～ 120 種
に選別される。これはオスガニだけで
あり、メスガニも 20 種程度に選別さ
れる。選別の中心はヨリ手と呼ばれる
人びとで、1 隻あたり 7 ～ 8 人で必死
に作業する。彼らはその道云十年のプ
ロであり、主に船主の家族や親せきが
その任に当たっている。
　セリ開始まで 2 時間程度しかなかっ
たが、きちんと間に合わせた。特にクジでセリ順 1 番を引いた船は必死だったはずである。
この頃になると、マスコミだけでも 10 数人、見物客も 20 人ほどが集まっていた。
　柴山漁港では 11 月 6 日に「初セリまつり」も開催される。餅が撒かれ、地元小学生の
ブラスバンドや保育園児のカニみこしが出て、セコ（メスガニ）のカニ汁が振る舞われる。
観光客も多少は見受けられたが、ほぼ地元のイベントと言っていいだろう。カニシーズン
到来を地元全体で体感するのである。
　午後 1 時、セリ人が鐘をならしてセリ開始を告げた。セリの様子は冒頭に記したとおり
である。セリ落とされたカニは、仲買人がすぐに引き取り、店や加工場に運ぶ。活カニで
出荷するものは冷水槽に入れられ、茹でて出荷するものは釜に入れられ、手際よく作業が
進む。そのあと、城崎や香住の旅館・民宿に届けられ、初モノを待つ都市の料理店や高級
鮮魚店へ送られる。
　解禁日ならではの光景もある。大阪のデパートが直仕入れに出向いて来るのである。私
が見学した時は、柴山に梅田の阪急百貨店のバイヤーが来ていた。1 番早いセリで立派な
オスガニを落として、大阪へ急送する意図であろう、仲買人に細かく指示していた。翌日
の読売テレビのワイドショーで、それを追ったものを放映していたが、それによると次の
とおりである。
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　オスガニ 6 枚を仕入れた阪急のバイヤーは、車と列車に分かれて大阪に運んだ。阪急百
貨店地下の鮮魚売り場には、「本日カニ解禁、6 時頃到着予定」と書かれた札が掲げられ、
カニの到着を待つ様子が映される。そして午後 6 時半、ほぼ同時に到着した活カニには 
1 枚 5 万円の値が付けられ、店頭に並んだ。「ほー、カニやあ」「カニの季節になったんや」「う
まそうやけど高いなあ」などさまざまの声がかかるが、みんな眺めるだけである。午後 7
時半ごろ「ご祝儀やから買うてえなあ、安うするで」との声とともに、2 万円で 1 枚売れた。
「週末やったら売れるんやけどな、今日は水曜やから」閉店時に 5 枚が売れ残っていた。
　多分阪急百貨店は、売れないことも織り込み済みなのであろう。カニは季節の風物詩で
あり、一流デパートのディスプレイなのである。
　こうして解禁日のカニ狂詩曲は終わった。迎える 12 月が宴会需要、贈答需要、正月準
備でまさにカニの最ピーク期となる。これからカニ交響曲の本番に入っていくのである。
（2013 年のフィールドノートより作成）
